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甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日

本
大
震
災
を
は
じ
め
、
近
年
は
国
内

外
で
大
地
震
が
頻
発
し
、
大
地
震
は

い
つ
ど
こ
で
発
生
し
て
も
お
か
し
く

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

町
は
、
地
震
な
ど
の
災
害
に
対
す

る
備
え
の
再
確
認
と
、
防
災
意
識
を

高
め
る
た
め
総
合
防
災
訓
練
を
行
い

ま
す
。
気
軽
に
参
加
、
体
験
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

防
災
知
識
の
習
得
や
体
験
の
機
会
と

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月

日
蚊
９
時
～

時

26

12

※
大
雨
時
は
中
止

場
所

防
災
セ
ン
タ
ー
（
中
学
校
の

北
側
）

体
験
・
見
学

○
煙
体
験
コ
ー
ナ
ー

火
災
の
と
き
、
家
の
中
に
充
満
す

る
煙
の
怖
さ
が
分
か
り
ま
す
。

○
救
急
救
命
コ
ー
ナ
ー

い
ざ
と
い
う
と
き
、
家
族
を
助
け

る
た
め
の
救
助
法
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
救
急
車
内
を

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
大
雨
体
験
コ
ー
ナ
ー

豪
雨
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
地
下
浸
水
体
験
コ
ー
ナ
ー

地
下
に
い
る
と
き
、
大
水
が
流
れ

込
ん
で
き
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ

う
か
。

○
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
展
示
コ
ー
ナ
ー

救
命
処
置
を
行
う
こ
と
の
で
き
る

救
急
専
用
の
医
療
機
器
を
装
備
し

た
専
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
近
く
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
訓
練
コ
ー
ナ
ー

ロ
ー
プ
の
結
び
方
を
ひ
と
つ
ず
つ

習
得
し
ま
す
。
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

使
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

訓
練
内
容

○
倒
壊
家
屋
救
出
訓
練

○
炊
き
出
し
訓
練

○
住
民
移
送
訓
練
（
一
部
行
政
区
）

○
ロ
ー
プ
・
ブ
リ
ッ
ジ
救
出
訓
練

○
消
火
体
験
訓
練

○
簡
易
担
架
作
製
訓
練

そ
の
他

○
当
日
は
、
防
災
無
線
で
訓
練
を
呼

び
か
け
ま
す
。

○
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
展
示
は

時
11

40

分
～

分
で
す
。
な
お
、
離
着
陸

55

で
、
騒
音
や
砂
ぼ
こ
り
が
発
生
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
炊
き
出
し
の
試
食
も
あ
り
ま
す

（
食
数
に
限
り
あ
り
）。

防災士養成研修
自然災害の発生を止めることはできませんが、地域の防

災リーダーのもとで、事前の訓練や打ち合わせをしておく

と、被害の軽減に大きな効果があります。

町は、地域の防災力向上のために、防災士の資格取得を

進めています。

ཡबআ 日本防災士機構が定めたカリキュラムの修了と

試験に合格し、防災の知識と実践力を習得した方のことで

す。

平常時 防災意識の啓発と大災害に備えて地域での話し合

いをリードします。

災害時 町と協力して避難や救助活動にあたります。

日 時 11月３日臥～４日蚊 場 所 札幌市

募集締切 ８月31日画 募集人数 ８人

研修費用 全額助成

ཡबআ͉̈́ͥͅͅ

①研修を受けて、履修証明書を取得します。

②防災士取得試験に合格します。

③消防署、赤十字社などの普通救命講習を受け修了書を取

得します。

申込・問合せ 総務課企画調整グループ 緯76・2131

募集


